
宮
城
県
桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

昭
和
五
十
七
年
Ji
月

板
碑
群
調
木
且
報
告

ー
河
北
町
東
福
田
で
出
上
ー



昭

和

六

十

三

年

八

月

こ
の
書
が
、
今
後
更
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

を
も
つ
人
々
の
強
い
要
望
に
こ
た
え
、

伝
統
と
文
化
を
み
な
お
し

た
文
字
か
ら
当
時
の
地
域
の
様
子
が
解
明
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年

文
化
圏
の
あ
り
か
た
を
解
き
明
か
す
重
要
な
手
が
か
り
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、

河
北
町
東
福
田
に
て
発
見
、

北
上
川
流
域
の
当
地
区
の
処
々
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
板
碑
と
共
に
、

『
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
L

を
目
指
そ
う
と
す
る
郷
士
の
歴
史
に
関
心

再

版

の

序

こ
の
た
び
復
刻
版
を
発
行
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

教

育

長

千

餌

和

音

桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

一
枚
一
枚
に
刻
ま
れ

発
掘
調
杏
さ
れ
た
大
量
の
板
碑
群
は
、
中
世
の
北
上
川



「
古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
先
人
の
歩
ん
だ
足
跡
、
先
人
の
精
魂
に
触
れ
、

息
吹
き
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
精
神
文
化
を
生
み
出
す
こ
と
は
い
つ
の
時
代
で
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
地
域
の
、
ま
た
国
家
社
会
の
進
展
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
び
河
北
町
東
福
田
に
大
量
の
板
碑
群
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
北
上
川
流
域
に
位
僅
す
る
当
地
区
の
古
代

文
化
の
性
格
を
解
き
明
か
す
上
で
極
め
て
貴
重
な
文
化
遺
産
が
得
ら
れ
た
も
の
と
喜
び
に
た
え
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も

河
北
地
区
文
化
財
保
護
委
員
長
紫
桃
正
隆
氏
並
び
に
委
員
の
諸
氏
に
調
査
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
そ
の
献
身
的

な
御
努
力
に
よ
り
予
定
通
り
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
く
御
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
幸
せ
に
存
じ
ま

す
。
こ
の
調
査
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
御
援
助
く
だ
さ
っ
た
関
係
機
関
の
方
々
を
は
じ
め
、
現
場
作
業
に
御
協
力
く

だ
さ
っ
た
地
主
の
山
日
栄
記
氏
の
御
労
苦
に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
七
月

序

教

育

長

千

葉

和

桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会

音



も
な
く
、
部
落
の
古
老
の
伝
え
に
も
な
か
っ
た
。

六
、
調
査
の
経
緯
と
概
要

五
、
地
＝
 
．
 
ヽ

期

主

右

同

人

M
日
栄
記
氏
屋
敷
裏
（
東
）
山
際

四
、
所
在
地
宮
城
県
桃
生
郡
河
北
町
東
福
田
字
馬
場
二
八

間

一
、
調
査
主
体

二
、
調
査
担
当
者

”
 

鶴

田

重

善

（

鳴

瀬

町

）

”
 

安

原

星

”
 

佐

藤

勝

”
 

鈴
木
郁
夫
（
河
北
地
区
教
委
社
教
主
事
）

（
石
巻
郷
土
研
究
会
副
会
長
）

宮
城
県
桃
生
郡
河
北
地
区
教
育
委
員
会
、
同
文
化
財
保
護
委
員
会

同
文
化
財
保
護
委
員
長
)

陥
（
石
巻
高
校
教
頭

夫
（
同
文
化
財
保
護
委
員
）

調
査
協
力
員

市
（
同
教
委
社
教
主
事
）

夫
（
同
教
委
社
教
指
導
員
）

昭
和
五
十
七
年
三
月
十

H
I
五
月
十

H

昭
和
五
十
七
年
二
月
末
、
地
主
•
山
口
氏
宅
で
は
宅
地
造
成
の
た
め
裏
の
段
丘
（
畑
）
を
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
削
平
し
た
所
、
山

量
の
石
碑
が
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
区
教
委
に
調
査
の
依
頼
要
請
が
あ
(
‘
た
。
地
区
教
委
で
は
直
ち
に
県
教
委
文
化
財
保
護
課
に
連
絡

し
、
そ
の
指
示
に
よ
り
同
地
区
文
化
財
保
護
委
員
会
を
中
心
に
し
て
調
査
活
動
が
始
め
ら
れ
た
。

間
、
約
三
十
米
の
所
が
造
成
さ
れ
、
そ
の
山
際
の
所
よ
り
集
団
と
な
っ
た
板
碑
が
掘
り
出
さ
れ
た
。
当
地
方
の
上
品
山
（
じ
ょ
う
ぼ
ん
さ
ん
）

は
古
来
よ
り
仏
教
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
、
板
碑
の
分
布
は
南
の
石
巻
市
稲
井
盆
地
に
も
、
北
の
河
北
町
二
俣
地
区
に
も
広
く
見
ら
れ
る
。
中
で
も

北
境
•
倉
迫
部
落
に
は
題
目
碑
を
主
体
と
す
る
板
碑
群
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
そ
の
造
立
•
分
布
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

現
地
か
ら
は
二
甚
ほ
ど
そ
の
頭
部
の
露
出
が
見
ら
れ
た
と
す
る
証
言
が
あ
っ
た
も
の
の
、
か
か
る
大
量
の
板
碑
が
埋
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
記
録
に

調
現
地
は
上
品
山
系
の
北
部
山
麓
に
位
置
す
る
東
福
田
部
落
の
う
ち
で
も
山
間
の
最
奥
に
当
た
る
所
で
、
屋
敷
地
と
裏
手
（
東
側
）
の
山
裾
の

杏
口

員

高

橋

精

狩

野

調
査
責
任
者

止ヒ＇
糸

桃

善 正

山
際
部
よ
り
大



以
上
が
断
碑
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

現
地
は
谷
の
流
出
日
に
当
た
る
関
係
で
ち
ょ
っ
と
し
た
扇
状
地
形
と
な
る
。
お
そ
ら
く
は
古
い
時
代
（
江
戸
時
代
以
前
か
？
）
に
谷
の
土
砂

が
流
出
し
、
板
碑
群
は
埋
没
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
長
期
に
わ
た
る
堆
積
で
は
な
く
、
突
発
的
土
砂
崩
れ
に
よ
る
埋
没
と
推
定
さ
れ

る
。
何
故
な
れ
ば
第
一
に
発
掘
時
に
お
け
る
碑
群
の
状
態
は
倒
伏
も
な
く
整
然
と
並
ん
で
い
た
と
い
う
し
、
第
二
に
願
文
・
銘
文
な
ど
の
文
字

の
金
箔
が
完
全
な
色
彩
で
保
存
さ
れ
、
発
掘
後
の
数
日
の
雨
で
箔
が
流
れ
壮
麗
さ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
な
ど
は
、
突
発
的
変
事
を
裏
づ
け
る
例

証
と
な
ろ
う
。

尚
、
現
地
に
は
近
世
碑
が
一
基
も
発
見
で
き
な
い
こ
と
は
、
或
る
時
期
を
境
に
地
勢
が
一
変
し
、
仏
教
的
・
民
間
行
事
的
聖
地
と
し
て
の
機

能
を
失
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
逆
説
的
に
は
そ
の
埋
没
の
年
代
が
近
世
以
前
と
推
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

鎌
倉
•
室
町
時
代
に
死
者
の
追
善
供
養
な
ど
の
た
め
に
建
て
た
平
た
い
石
の
卒
塔
婆
（
そ
と
ば
）
。

像
な
ど
を
彫
り
、
そ
の
下
に
建
設
趣
旨
•
氏
名
な
ど
を
刻
む
。
関
東
に
多
い
。

東
福
田
の
現
地
よ
り
発
掘
さ
れ
た
板
碑
数
は
六
十
六
甚
に
及
ん
だ
。
但
し
、
機
械
動
力
に
頼
っ
た
た
め
碑
の
破
却
、
破
損
が
著
し
く
、
三
割

そ
の
個
々
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
は
各
論
で
述
べ
、
更
に
後
章
で
は
当
地
板
碑
の
所
見
•
特
長
な
ど
ま
と
め
て
見
た
い
と
思
う
。

造
立
の
年
代
は
南
北
朝
中
期
(
-
三
六

0
頃
）
よ
り
室
町
中
期
(
-
四
六

0
頃
）
に
か
け
て
の
約
百
年
間
に
限
ら
れ
る
の
が
―
つ
の
特
長
と

言
え
る
。

「
い
し
ぷ
み
文
化
」
は
権
者
の
文
化
・
権
者
の
威
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
当
地
に
は
強
大
な
力
を
誇
っ
た
中
世
豪
族
‘

在
地
権
力
者
か
あ
る
い
は
す
ぐ
れ
た
宗
教
指
導
者
が
来
住
し
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

「
東
福
田
」
と
い
う
農
耕
地
の
地
名
、
そ
し
て
小
字
「
馬
場
」
と
い
う
地
名
か
ら
し
て
も
武
家
集
団
の
存
在
が
想
像
で
き
る
。

「
板
碑
と
は
」

「
広
辞
林
」

I

上
部
に
仏
の
種
子
（
し
ゅ
じ
）
ま
た
は
仏



▲発描当時の現地

... 

（写真提供石巻日日新聞社）



No.2 No. I 

直□王］
戸応永8年

oo 法華経
召
H : 131cm 

今
竺
言
介

皆
是
牧
有

共
中
衆
生

悉
悉
吾
う

文芍

図
誓
索
よ
↓
予白

中
百
翌
空
＾
呂
宕
号
＇
吝
老

1401 室町初期

諭品

W: 31cm T: 8 cm 

免
真
召
苓
全
得
能
魚
己

戸禁ウーン
?二竺］応永22年

00 
亨奉為（おおんため）

H : 122cm 

1415 

芸
土
翌
界
衆
竺
;
は
利
益
荏
l

奉
庶
聖
妙
禅
尼
十
七
年
忌
辰

喜

考
子

z
 

右
危
君
烏
應
各
―
l

午
未
青
苔敬色

No.4 

面
岳
腐
得
這
也

亙▽
悶
誓
匡
放
禅
門

右
志
店
庖
永
七
年
貪
日

W: 40cm 

室町初期

No.14に33回忌が見える

T : 6 cm 

No.3 

十
方
彿
土
中

追

有一
束
法

亨
g
―虚―＿
一

除
乍
方
包
誌

十
雷
之
苔
厄
故
亡

應
＊
世
「
一年
九
月
廿
五
巳

右
だ
席
右
怠
儀
碑
門

直二ぎ］叶サク
F 応永7年
oo 法華経方便品
亨
H : 107cm 

勢至菩薩 虚空蔵待薩

1400 室町初期

W: 31cm T: 5 cm 

直二王］苓タラーク
セ応永33年
oo 法華経方便品
亨 No.1317回忌碑と同一人である

H : 137cm 

1426 室町初期

W: 36cm T: 8 cm 

- 1-



No.6 

應
仁ニ

廿

七

日

元
年
七
目

直□豆］ヌ［サ
召□亘□応仁元年

00 
匹
H : 81cm 

観音菩薩

W: 27cm T: 4 cm 

No.8 

1467 室町中期

聾
免
羹
禅
門
一
誓

竺
ぷ
咽
一本
寿
造
立-『
一

右
忌
市
恨
一
4

--

＿皇月B
 

乃＿ュ翌

葬
贔
ャ
平
等
利
益
故
之

No.5 -,. 

直二里］冗ベイ

亘
00 
召銘記なし

H : 80cm W: 28cm 

薬師如来

T: 4 cm 

No.7 

直二!]吐サク
[!3J寛正 3年

00 
直
H : 71cm 

勢至菩薩

W: 24cm 

1462 室町中期

T: 7 cm 

い 計キリーク

亘康応2年

00 
亘断碑の上部

H : 70cm W: 30cm 

阿弥陀如来

1390 南北朝末期

T: 7 cm 

- 2-



No. I 0 No.9 

布

生

共

心

直 計キリーク

昼永享5年

□桓］ 金剛般若経

召逆修碑

H : 90cm 

阿弥陀如来

1433 室町初期

W: 29cm T: 6 cm 

No.12 

赳

右
羹
贔
菜
差
改
生
喜
翌

広
点
付
庄

永
古
ざ
五
年

法華経薬草諭品

灼
槃
禅
だ
百
ナ
曰

右
危
右
為友
序

う

成

敬

白

来
字
―
―
年

乃
互
圭
界
索
牢
平
等
tll
苓
麿

' ＼ 
＼ 

観音菩蔭直札サ

互ロニ豆］正長 2年
00 
宣法釦よ金箔

H : 78cm W: 28cm 

億

身

ぞ

自

誓

羞

婢

誓
ヶ
臼

［

痒

如

点

空

石

租

四

者

称

手
堺
白

工
長
犀
胃
言

巴
ご
生
死
預
対

IA和
屯
形

笈

乃
至
法
界
平
等
多
衷
＃
亡

如
水
中
目

1429(永享元年）室町初期

T : 7 cm 

No. I I 

於
硲
逗
厄
悛

應
受
竺
狂

認
史
炉
塁

決
定
歴
有
豆

誓
笞
予
―
―
犀
溢
芸
呂

悶
誓
芦
角
凡
―
ふ
―
-
＿
月
日

乃
至
送
竺
こ
等
利
益
故
セ

戸礼サ

戸永享2年

00 
召金箔による厳飾

H : 84cm 

観音菩薩

1430 

W : 29cm 

室町初期

T : 6 cm 

直二を］内バン
F 康応、2年

oo 法華経如来神力品
匹
H : 88cm 

大日如来

W : 27cm 

1389(明徳元年） 南北朝末期

T: 5 cm 

- 3-



No.14 

直 丞タラーク

F 永享 3年

oo 法華経方便品
召供投者の部金箔厳飾

H : 104cm 

虚空蔵菩薩

1431 室町初期

w 36cm 

工
扁
土
中

主
竺
―
一
年
土
百
百
[
[

年
有
一
莱
法

企
0

:i『-中巴除竺姦訊
な
一
棗
衆
芸
等
利
益
竺
セ

No.l 17回忌碑と同一人

T: 3 cm 

No.16 

（
 

亨
隠
名
翌
勺
神
を
ミ
―
年
忌
原

＼
 

法
圏
苺
さ
―
十
古
竺
尿寿
}
敬
白

｀
塁
誓
危
應
爽
年
―
―
一月麿

乃
至
翌
竺
ギ
芋
翌
年
放
せ

No.13 

直年マン
? 永享2年
00 
召豆極］金箔による厳飾壮麗

H : 103cm 

文殊菩蔭

1430 

W: 30cm 

閉
閤
悶
農
ェ

庖
物
苺
形

賣
ロ
＊
中
目

↓
^
 

考
う

右
忠
者
昌
偽
袢
門
圭
竺
忌
辰

誓
t
a

日
誓

平
等
利
益

皇
法
界

中
字
l

＿年

室町初期

No.3 13回忌碑と同一人

T: 11cm 

No.15 

妙
翌
塁
奮誓

磨
―
―
年
胃
芸
a

苓
台

戸 奇カ

F 応永 8年

00 
召
H : 118cm 

地蔵菩薩 地蔵菩薩

1401 

W : 28cm 

室町初期

T : 6.5cm 

直二杢］可力
F二亘l康応、2年
00 
亨金箔で文字厳飾

H : 95cm W: 29cm 

1390(明徳元年） 南北朝末期

碑材は花岡岩

T: 10cm 

-4一



No.18 No.17 

塁
芯
堂
手
令

合
危
雙
ま
定

合
予
誓

吝厄
――一年
5

大

右
己
空
ゑ
一
ー
百
合
望

l
-

＿
日
几

a

無
佛
庶
＂
度
衆
生

今
乞
塁
箆
引
革

望
気
屈
嵐
i

戸
戸
00 
匹断碑の下部

H : 60cm 

1389(I兵応元年）

w 40cm T
 

4.5cm 

直□豆］かカ
召品I菱3年

□桓］ 仏成延命地I磁菩活経

召 四3年己ビのあやまりか？

H : 90cm W: 33cm 

南北朝末期

T : 7 cm 

No.20 No.19 

苺
七

l
H
含〕

仮
も

届
ぐ
音
翌

羞

直
戸丙午は応永33年か？

00 
亨断碑の下部

H : 62cm W: 28cm T: 3 cm w 19cm 

楚
土

V
廿

7
、
平
＃
す

覧

9月
古
向
下

百
今
回

道
範
砕
門

描

零
J

一
冗
天

――:日-＿＿巳

戸辺サ

で 二亘］福茄元年

oo 金剛般若経
召福坪は私年号か？

H : 76cm 

観音菩蔭

T : 6 cm 

- 5-



No.22 No.21 

戸 到ア

戸貞治5年

00 
亨明通尼公の逆修碑

H : 154cm 

胎蔵界大日如来

1366 

W: 36cm T : 5 cm 

右
墨
ー
嘉
翌
誓
名
は
忍
苓
全
噂
孟
嘉

9
控
主
祐
L
回

大`忠這 紐象代 1 イt:.
苔生

号 J:せ
了委 若

苦 り訳
印ロ
脱名

貞
溢
土
年
工
目
日

南北朝中期

．． 
尼公は高貴な身分の尊号

No.24 

畜
門 ＼

 

w 

南北朝中期

42cm T : 5 cm 

No.23 

造
作
五
連
罪

常
傘
浚
等

賢
拉
氏
沿
霊

沢
定
ん
受
吉

右
忍
者
名
阿
至
砕
竺
―
ナ
合
与
言

願
主

/‘
・
丁

蔚

迄

六
年
伸
秋
峠
エ
中
曰
敬
白

夫＇

＼
 

項
脳
證
干
皇
唸
乱

2-、8
呂

直 訂バン

セこ豆］延文6年
00 
亨断碑の上部

H : 60cm w 

大H如来

37cm 

1361(康安元年）

T : 3 cm 

南北朝中期

戸 かカ

で貞治6年

00 
召亙亘l時正（彼岸中日）
H : 137cm 

地蔵菩薩

1367 

W: 37cm 

南北朝中期

＃（菩提）

T: 3 cm 

- 6-



No26 No25 

戸礼サ
亘 l紅}ff2年

国仁l
召
H : 240cm 

観音替涵

1380 

W: 70cm 

No28 

T
 

南北朝未期

7 cm 

戸 召力

亘 (t治 4年

oo 仏説延命地成菩涵経
召亙面］種＋の下に連座

H : 206cm w 

アグ 、
-・ ヽ 9

t::::> 

今 無入全
土佛搾曰
後亡⇒ 蔑
年界．深
能度令朝

贔墨
入
竿唸
苔定

” 喜巴!
乃 D 空 □
至ネL 午
ロに］

1;'..Z... 累巴
生仁］

手習雰 二下
CJ D 十 呂可
ロロ ／‘

／且

臼真 付

点ご霞 之英
逹ロ

抒荀

に若
苓 文仁

ロ 咳翌全厄
白正旋

1365 

55cm 

地蔵菩薩

南北朝中期

姑i先(3月）

T : 6 cm 

No27 

直
“応、水33年

00 
亨断碑の中部

H : 59cm w 30cm 

1426 

T
 

至町初期

4 cm 

戸
F 貞治4年

00 
互亙歪l断碑の下部
H : 62cm W: 35cm 

1365 南北朝中期

T : 4 cm 

-7-



No.30 No29 

棗
考
為
運
音
翌
工
年

9

、、

く
芯
臀
誓
覧

呑
3

／

翠
而生其～
i
-

鶯
置
竺
言
誓
誓

乃
至
声
界
平
等

利
益
故
亡

I1

直こをl来タラーク
セニ竺］永享3年
oo 金剛般若経（上部）
召
H : 96cm 

虚空蔵菩薩

1431 

w 30cm 

室町初期

T: 8 cm 

戸
亘永徳3年

oo 法華経方便品
召断碑の下部

H : 135cm W: 42cm 

逆修碑

T: 6 cm 

No.32 No.31 

直□!] 
年号
00 
声断碑の下部

H : 29cm W : 33cm 

No.36と一対になる

T: 8 cm 

―
こ
齋
生

悉
有
名
廷

g
采
告
仕

竿
へ
布
号

右

志

誓

齋

芙

禅

師

-lfl

忌
布
監
誓
―――

羹
汲
吃
至
名
雀
制

乃
互

玄
界

利

益

セ

／

欲

麿
ぽ
ふ
空
臼

多
ク

直 芍サク

召□ 康暦 3年

00 
直 :ft(菩提）

H : 147cm 

勢至菩薩

1381(永徳元年）

W: 39cm 

南北朝末期

T: 7 cm 

- 8-



No.34 No.33 

／ 冒

戸 爪カ

戸
00 
匹断碑の上部

H : 77cm 

地蔵菩藷

w 40cm 

No.36 

T
 

5 cm 

今
竺
―
一

界

皆

是

代

有

其

中

衆

生

唸
足
牧

3

直冬タラーク

亘貞治6年

00 
召＃（菩提）

H : 105cm w 

1367 

29cm T
 

饗

南北朝中期

3 cm 

No.35 

浩
不
ム
小
者

下
政
一
亡
覚

乃
百
法
界
＿
と
与
乱
霰
己

／
‘
I
 、IlIク

胃
＼牧
1

代
受
苓

戎
主

右
忠
忠
古
庶
應
永
大
年
言
支
、
日
西
白

若

有

奎

若

抄
苦
叉
奸
土
苔
忌
之
厄

戸 3<タラーク

セニ亘］応永
oo 法華経
互亙面 ］断碑の上部 No.32と一対となる 33回忌供養碑叉（霊）

H : 93cm 

虚空蔵 蔭

諭品

w 31cm T
 

9 cm 

戸 応力

戸応永18年
oo 観無量壽経
亨
H : 130cm 

地蔵菩蔭

1411 

W : 31cm 

至町初期

T : 6 cm 

- 9-



No.38 No.37 

I種子 同｝キリーク阿弥陀如米 l種子l后力地祓菩薩

I年号 I I年号 I

00 00 
Iその他 I断碑の t部蓮倍紋様壮脆 Iその他 I銘品なし

H 51cm W 37cm T 3 cm H 94cm W 29cm T 4 cm 

No.40 No.39 

□
/
 

右

＼、ジ

直 □杢］詞力地蔵菩薩

召二竺］
□亙〕
召断碑の上部

H : 44cm W : 24cm T : 2 cm 

直
F 企寅年は応永20年か？

00 
疇断碑の下部

H : 67 cm W : 37 em T : 4 cm 

- 10-



No.42 No.41 

直
亘貞治6年

00 
直断碑の下部

H : 140cm w 

1367 

37cm T
 

i荷北じ点月中期

善阿造立の逆修碑

No.44 

6 cm 

（

ー

好
て
大
和
寸
目

ロ
冒[

I
¥
|
l
 

二
丁

亡
L

千

／
 
（
 

i

11 
／
 

誓

:
4
紅
年＿
喜
臼
喜
ii[
I
ー

＼

一
’ー

)

．， 
I
 

／
 

／
 

姑洗(3月）

」メ＃り白

出
〈i
9

六
年
｝
一
什
曰

,...,、

.,' 
｀ 

w 

竺
塁
空
芹
告
埠
芹
贔

志
4誓

登
笠
倖
ヰ
庖
主
宇
望
閤

種子
三！芯永10年

00 ;'去華経醤命品
五亙亘］仲作(2月）
H : 140rm 

皆
走
禁
F

ー翠
店
翌

愁
是
妾
プ

観音菩社

1403 

37C'm T
 

’至町初期

7 ('ffi 

No.43 

亡
六
曰

應
仁
＿
冗
天

竺
竺
乙
2

カ
出
竺
死
二
二
般
老

今
些
―＿界

そ
ば
竺
芯
信
斉
真
宗
―
百
ヶ
臼
之

国□至］名［アン
直□豆］貞治6年

00 
宣断碑の土部

H : 97cm 

普賢菩薩

w 36cm 

1367 

T
 

南北朝中期

7 cm 

直□全］訂バン
門応仁元年

00 
直麟で文字をI蔽飾

H : 73cm w 

大日如釆

30cm 

1467 

T
 

室町中期

No.65と一対になる

5 cm 

-11-



No.46 No.45 

叫
寸
方

牛

エ
中

疸
哨
一
塁

冷

佛
方

ィ史--白IL

日 ;zJサ

年号
OO 法作経方便品
匹断碑の上部

H : 50cm 

観音菩蔭

W: 29cm T : 5 cm 

戸
？こぎ］嘉吉2年
oo 法華経方便品
匹翌恒l断碑の下部
H : 42cm W: 24cm 

1388 南北朝末期

T : 3 cm 

No.48 No.47 

戸 只力

F 永徳

00 
旦亙極］断碑の上部

H : 42cm 

地蔵菩蔭

w 

南北朝末期

25cm T : 3 cm 

日 社サク

?延文4年

00 
亭 ニニ年(4年）＃（菩提）

H : 85cm 

勢至菩涯

W: 30cm 

1359 南北朝中期

T: 4 cm 

- 12-



No.50 No.49 

⑭［全〕1[ア

？工
00 
軍断碑の.r.部

H : 42cm 

胎蔵界大日如来

w 33cm T
 

3 cm 

直二をl如カ
丘
oo 華厳経
鱈断碑の直

H : 44cm w 

地蔵菩蔭

23cm T
 

3 cm 

No.52 No.51 

＼

乎主

右

志

巷

毛

名

急
＇氷
十
六
年
土

B
B
翠
白＼
 

＼
 

乃
互
法
界
平
等
利
益
攻
亡
ーー／，
9

¥
,I
 

＼
 

奥
十
方

旦召カ

宣二亘］応永16年
oo 観無籠壽経
亨断碑

H : 118cm 

地蔵菩蔭

1409 

W: 34cm T
 

室町初期

7 cm 

戸歪カ

年号
□桓］ 法華経

召金箔文字にて巌飾

H : 80cm 

地城菩社

W: 18cm T : 8 cm 

- 13-



No.54 No.53 

戸 戸

丑二亘］ 召□阿lIIJJ徳 2年 1391 南北朝末期
oo 涅槃経 00 
直年の中部 匹断碑の下部

H : 46cm W : 28cm T : 3 rm H : 4 l cm W : 28cm T : 3 cm 

No.56 No.55 

門 肉 絆文匹 'C人蕊が.,_; ,...-- '-.. 

戸／ ム`口 舟ぽヨ

ユ-z..- 四

デ4 干←退、

配 E z. 去召鯰年
胄↓ 白ロfl 念シ攣急／冒

直
で二亘］れ治4年 1365 南北朝中期

00 
区断碑の下部

H : 50cm W : 25cn, T : 5 cm 

- 14 -

直□全］和力 地蔵菩薩

[rI] 

00 
召断碑の上部

H : 40cm W : 26cm T : 3 cm 



No.58 No.57 

ヘ た
-ご三］

DLI]咋バク

年号
00 
宣断碑上右部

H : 45cm 

釈迦如来

w 20cm 

No.60 

種子 尻カ
F 永喜 4年

00 
互妙口禅尼の逆修碑二二年(4年）

H : 70cm 

地蔵菩藷

T
 

3 cm 

w 21cm T
 

亘
丘 I,砂 3年

□桓］ 法旅経方便品

召
H : 120cm 

1396 

W: 28cm T
 

釦
忌

を
氏
名
心
押
に
七
年

室町初期

9 cm 

No.59 

＼
／
ノ

祖
常
竺

芍
沖
定
門
叶
忌
果
空
心

話

rT
i悪
常

塁
忠
誓
齋
士
云
誓
含

息
是
三
塁

支

生

威

痰

巴

＼

寂

衷

急

栞

乃
主

毛
，界

平
等
和
益
杖
セ

＼

薩

蒋至勢戸 Jf:サク
F二亘l応永12年
oo 涅槃経
亨昌義禅定門の一周忌の碑念五日(25日）

文字は金箔で厳飾

H : 96cm W : 40cm T : 3 cm 

1405 室町初期

4 cm 

- 15-



No.62 No.61 

七

-:;;;;_ 

日

.1
,1
・ー
／

,
¥
 ）

長
梓

，＇ 

ノ

――ー一天―ー百
8

勾

久

紳

尼

; .:l 
＼ 

戸
？二亘］長禄4年 1460(寛正元年） 宅町中期

00 
召亙面］ニニ天(4年）
H : 85 cm W : 27 cm T : 7 cm 

戸
CL!] 

00 
召断碑の下部

H : 53cm W : 26cm T : 3 cm 

No.64 No.63 

戸
戸
00 
亨断碑の下部

H : 54cm W : 27cm T : 8 cm 

胃字
Cコ Cコ

Cコ cコ

示- 不

合。aし に3

Eコ Cコ
""'-
c::, 

Cコ -'" ロ t 
¥ 

＼ 

直 古バン大日如来

召二亘］
00 
召 磨滅甚だしく解読不能

H : 77cm W : 21cm T : 7 cm 

- 16-



No.66 No.65 

,-,' 

I種子I 「ロ
I年号 I I年号 I

00 00 
Iその他 I断碑片 Iその他 I断碑の下部 No.44と一対となる

H 44cm W 17cm T 2 cm H 72cm W 34cm T 5 cm 

No.68 No.67 

I種子 I荏サク勢至菩薩 i種子I
1年号I I年 号 i貞治5年 1366 南北朝中期
00 法華経方便品 00 
Iその他 I断碑 Iその他 I断碑
H .43cm W: 28cm T: 6cm H・55cm W : 56 cm T : 4 cm 

- 17-



有紀年板碑の通番 (No.)一覧表

年 号 年 通番 No. 年 号 年 通番 No.

延 文 4 4 7 応 永 8 2 
(1359) 

6 2 4 8 1 6 

貞 治 4 2 5 1 0 4 1 
(1365) 

4 2 7 1 2 5 9 

4 5 6 1 6 5 2 

5 2 2 
1 8 3 5 

5 6 7 

6 2 3 2 2 1 

6 3 3 3 3 3 

6 4 2 3 3 2 8 

6 4 4 不 明 3 6 

不 明 2 1 正 長 2 ， 
(1428) 

康 暦 2 2 6 永 享 2 1 2 
(1380) (1430) 

3 3 1 2 1 3 

永 徳 3 2 9 3 1 4 
(1383) 

4 6 0 3 3 0 

不 明 4 8 5 1 0 

嘉 慶 3 1 7 嘉 吉 2 4 5 
(1387) (1442) 

康 応 2 7 長 禄 4 6 2 
(1390) (1460) 

2 1 1 寛 正 3 8 
(1462) 

2 1 5 応 仁 1 6 
(1467) 

明 徳 2 5 3 1 
｀ 

4 3 
(1391) 

応 永 3 5 7 
(1396) 

7 4 計 45基

表
1
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有紀年板碑年代別分布数

年 号 数

延 文 2 
南

(1356) 北
朝

貞 治 1 0 （中）

康 暦 2 

永 徳 3 

嘉 慶 1 

康 応 3 （末）

明 徳 1 
(1390) 

--------------------------------------------・--・---・-・・-・-一

応 永 1 2 
r予_.__ 

町

正 長 1 （初）

永 享 5 

嘉 吉 I 

長 禄 1 

寛 正 1 

応 仁 2 
(1467) 

計 45 

表
2

-19-



一
、
総
数
六
十
八
基
、
出
土
し
た
碑
す
べ
て
に
つ
い
て
精
査
し
た
。
但
し
、
碑
と
し
て
完
全
な
る
形
を
保
つ
も
の
が
ほ
ぼ
半
数
で
、

三
割
程
度
が
断
碑
と
な
る
。
こ
れ

個
々
の
断
碑
に
対
す
る
接
合
複
元
作
業
は
数
甚
に
つ
い
て
行
っ
た
だ
け
で
完
全
に
は
実
施
し
て
い
な
い
。

二
、
石
材
は
数
基
に
花
岡
岩
が
使
わ
れ
た
が
、
そ
の
殆
ど
が
稲
井
石
（
砂
質
粘
板
岩
）
が
使
わ
れ
、
高
さ
も
二
四
〇
糎
（
褐
26)
が
最
高
で
、
他
は
殆
ど
一
米
前
後
の

三
、
紀
年
銘
の
明
ら
か
な
も
の
は
四
十
五
基
で
あ
る
。
有
紀
年
板
碑
の
通
番
（
油
）
を
年
代
順
に
ま
と
め
た
の
が
表
1
の
「
有
紀
年
板
碑
の
年
号
順
通
番
（
油
）

表
」
で
あ
る
し
、
そ
の
造
立
分
布
を
ま
と
め
た
の
が
表
2
の
「
有
紀
年
板
碑
年
代
別
分
布
表
」
で
あ
る
。
こ
の
表
で
判
る
よ
う
に
、

そ
の
年
代
は
延
文
（
南
北
朝

中
期
）
を
上
限
に
、
応
仁
（
室
町
中
期
）
を
下
限
に
お
く
約
百
年
間
(
-
三
六
0
頃
よ
り
一
四
六

0
頃
。
今
か
ら
約
六

0
0
年
＼
五

0
0年
前
）
に
わ
た
る
宗
教

的
所
産
で
あ
る
。

前
に
も
述
べ
た
が
、
上
品
山
系
の
石
巻
市
稲
井
、
河
北
町
二
俣
、
福
地
に
は
板
碑
が
密
度
濃
く
分
布
す
る
が
、
そ
の
造
立
年
代
は
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
期
に
か

け
て
の
も
の
が
主
流
を
占
め
る
。
当
地
の
碑
は
そ
れ
よ
り
平
均
約
百
年
ち
か
く
年
代
が
下
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
銘
文
の
彫
刻
は
書
体
も
彫
り
も
明
ら
か
に
プ
ロ
の
手
に
な
る
も
の
が
多
い
。
記
銘
に
は
金
箔
を
施
し
、
壮
麗
に
厳
飾
し
た
も
の
が
十
甚
に
も
及
ぷ
。
但
し
、
紋
様

と
し
て
は
蓮
座
は
数
甚
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
天
蓋
・
環
塔
の
彫
ら
れ
た
の
は
一
甚
も
な
い
。

五
、
当
地
の
坂
碑
に
は
願
文
・
褐
の
文
字
数
が
格
別
に
多
く
‘
念
入
り
に
造
立
目
的
を
記
し
て
い
る
。

六
、
種
子
に
は
各
種
見
ら
れ
る
が
、
中
で
も
尻
（
力
）
と
月
（
サ
）
が
特
に
多
い
。

年
忌
を
表
わ
す
種
子
は
十
三
仏
信
仰
の
定
法
に
従
い
、

+
＝五佛

b

ー

ン

＂

へ

つ

マ
ン

了
ン

h

寄

や

蓄

芥
l

―苔

、乳

―――苫
5

切
B

苫

詞

色
s

不

あ

叙

9

文
殊

苦

的

:

{

不

ぺ

ィ

寸

サ

？

キ
り

）

？

ウ

ー

y

‘ハァ

桑
喜
kl
誓
t
厄
姐
言
こ
こ
ぎ
ぞ
吉
J+-g

=-lこ＿思

翠
匹

阿
由

芯
0

虚
名
釈

又

固

荻

者

苛
互

当
地
の
碑
で
は
ほ
ぼ
そ
の
定
法
を
踏
み
‘

自
然
石
の
形
の
も
の
で
あ
る
。

年
忌
と
種
子
が
合
致
し
て
い
る
。

は
発
掘
時
の
機
械
作
業
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。

ま

と

め

室
町
以
降
は
次
表
の
配
列
と
な
っ
て
い
る
。

ュ
る

六

き

目

克

E

一
覧
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付

本

書

再
版
に
当
り
、

記 ※
注

※
注

れ
る
。

勝
倉
元
吉
郎
氏

金
剛
般
若
経
な
ど
が
見
ら
れ
、
特
定
の
宗
派
の
祭
祀
地
と
は
断
定
で
き
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
在
地
豪
族
中
心
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
宗
勢
の
場
の
様
相
が
見
ら

偈
（
げ
）
…
…
仏
の
功
徳
、
法
の
道
理
を
た
た
え
述
べ
る
詩
句
。

＋
、
私
年
号
と
思
わ
れ
る
も
の
と
し
て
郎
19
「
福
壽
元
天
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
福
壽
」
は
初
見
の
年
号
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
注
目
し
た
い
。

私
年
号
…
…
…
…
…
朝
廷
で
定
め
た
公
の
年
号
で
な
く
民
間
で
私
に
立
て
た
年
号
。

（
石
巻
石
仏
研
究
会
々
長
）

の
基
地
と
な
っ
た
所
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
＜

※
注

42)
は
珍
重
で
あ
る
。

過
程
が
知
り
得
て
興
味
深
い
。

の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

。

七
、
そ
の
殆
ど
が
死
者
供
養
碑
（
順
修
）
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
応
永
二
十
二
年
の
聖
妙
禅
尼
十
七
回
忌
（
郎

1
)
と
永
享
三
年
の
同
禅
尼
一
―
、
-＋
三
回
忌
（
郎
14)
の

二
つ
の
碑
、

そ
れ
か
ら
応
永
三
十
三
年
昌
儀
禅
門
十
三
回
忌
（
邸

3
)
と
永
享
二
年
同
禅
門
十
七
回
忌
（
褐
13)
の
二
つ
の
碑
が
そ
れ
ぞ
れ
発
見
で
き
る
。
年
忌

と
当
た
り
年
号
が
全
く
符
合
す
る
。
お
そ
ら
く
昌
儀
禅
門
と
聖
妙
禅
尼
は
夫
婦
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
施
主
（
縁
者
）
に
よ
る
供
養
が
継
続
し
た
例
で
そ
の

八
、
逆
修
碑
と
考
え
ら
れ
る
碑
（
七
分
全
得
の
願
文
の
も
の
も
含
む
）
と
し
て
七
甚
発
見
さ
れ
た
。
中
で
も
「
善
阿
」
が
自
身
の
た
め
に
建
て
た
貞
治
六
年
の
碑
（
油

逆
修
：
…

…

…
…
•

生
前
自
己
の
た
め
に
仏
事
を
お
さ
め
冥
福
を
祈
る
こ
と

。

九
、
偈
と
し
て
は
、
法
華
経
方
便
品
・
同
讐
諭
品
•
同
如
来
神
力
品
な
ど
法
華
経
よ
り
採
っ
た
句
が
格
別
に
多
い
。
特
に
南
北
朝
時
代
の
も
の
に
は
法
華
経
の
偈
句
を

主
に
、
願
文
に
禅
師
・
遺
弟
・
比
丘
・
弟
子
・
な
ど
の
文
字
が
見
え
、
題
目
•
名
号
な
ど
の
碑
は
一
甚
も
発
見
で
き
な
い
側
面
か
ら
推
し
て
、
こ
の
地
は
天
台
宗

寺
院
関
係
の
建
物
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
室
町
期
に
入
る
と

11文
に
観
無
量
寿
経
・
涅
槃
経
・

-21-
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No.19の碑拓本

城翡北 紫者
福壽元天（年）の文字が見える。

＇桃化
保財 正

塁長員 隆
_, 
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